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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 6月 6日 (2005.6.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 剛 性 の 要 素 と 第 ２ の 剛 性 の 要 素 と の 間 の 振 動 を 減 衰 さ せ 除 去 す る よ う に 前 記 第 １
の 剛 性 の 要 素 と 前 記 第 ２ の 剛 性 の 要 素 を 相 互 に 連 結 す る 働 き を す る 油 圧 式 振 動 減 衰 支 持 体
で あ っ て 、
　 相 互 に 連 結 す べ き 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 剛 性 の 要 素 の そ れ ぞ れ に 固 定 さ れ る 働 き を す る
第 １ お よ び 第 ２ の 剛 性 の 補 強 部 材 （ ２ 、 ３ ） と 、
　 前 記 第 １ の 補 強 部 材 （ ２ ） と 前 記 第 ２ の 補 強 部 材 （ ３ ） を 相 互 に 連 結 す る エ ラ ス ト マ 体
（ ７ ） と 、
　 液 体 が 充 填 さ れ 、 少 な く と も 一 部 が 前 記 エ ラ ス ト マ 体 （ ７ ） に よ っ て 形 成 さ れ 第 １ の
チ ャ ン バ （ Ａ ） と 、
　 第 １ に 、 概 ね 平 面 状 で あ る 第 １ お よ び 第 ２ の 互 い に 平 行 な 格 子 （ １ ４ 、 １ ５ ） を 有 し 、
第 ２ に 、 エ ラ ス ト マ パ ッ ド の 形 を し て お り 、 エ ラ ス ト マ で 作 ら れ た 凸 状 ス タ ッ ド （ ４ ０ 、
４ ４ 、 ４ ５ ） を 備 え た 第 １ お よ び 第 ２ の 面 （ ３ ８ 、 ３ ９ ） を 有 す る 結 合 解 除 弁 部 材 （ ３ ７
） を 有 し 、 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 が 、 前 記 第 １ の 格 子 と 前 記 第 ２ の 格 子 と の 間 に す き ま を 残
し た 状 態 で 取 り 付 け ら れ て お り 、 か つ 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 面 （ ３ ８ 、 ３ ９ ） が 前 記 第 １
お よ び 第 ２ の 格 子 （ １ ４ 、 １ ５ ） の そ れ ぞ れ に 面 す る よ う に 配 置 さ れ て お り 、 前 記 結 合 解
除 弁 部 材 が 、 前 記 格 子 を 閉 じ る の に 適 し て お り 、 前 記 第 １ の 格 子 （ １ ４ ） が 前 記 第 １ の チ
ャ ン バ （ Ａ ） と 連 通 し て お り 、 前 記 第 ２ の 格 子 が 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 補 強 部
材 （ ２ 、 ３ ） が 相 対 的 な 振 動 運 動 を 受 け た と き に 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 （ ３ ７ ） が 前 記 ２ つ
の 格 子 間 で 自 由 に 振 動 で き る よ う に す る の に 適 し た 第 ２ の チ ャ ン バ （ Ｂ ） と 連 通 し て い る
結 合 解 除 装 置 （ １ ４ 、 １ ５ 、 ３ ７ ）
　 を 有 し て い る 油 圧 式 振 動 減 衰 支 持 体 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 補 強 部 材 （ ２ ） と 前 記 第 ２ の 補 強 部 材 （ ３ ） と の 間 に 相 対 的 な 振 動 が 起 こ っ
て い な い と き に 、 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 （ ３ ７ ） が 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 格 子 （ １ ４ 、 １
５ ） に 対 し て 斜 め に 配 置 さ れ た 中 央 面 を 有 す る 休 止 位 置 に 前 記 結 合 解 除 部 材 （ ３ ７
） が 保 持 さ れ る よ う に 、 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 の 前 記 ス タ ッ ド （ ４ ０ 、 ４ ４ 、 ４ ５ ） が 配 置

た

（ １ ５ ）

と

（ Ｐ ）



さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 振 動 減 衰 支 持 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 （ ３ ７ ） の 前 記 ス タ ッ ド は 、 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 の 外 周 の 近 く に 配
置 さ れ 、 か つ 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 を 横 切 り 、 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 の 前 記 中 央 面 （ Ｐ ） に 平
行 に 延 び る 幾 何 学 的 作 図 線 （ Ｙ ） の 各 側 に 配 置 さ れ た 第 １ 群 お よ び 第 ２ 群 の 外 側 ス タ ッ ド
と し て 分 散 配 置 さ れ た 外 側 ス タ ッ ド （ ４ ０ ） を 有 し て お り 、 前 記 第 １ 群 の 外 側 ス タ ッ ド （
４ ０ ） は 前 記 第 １ の 面 （ ３ ８ ） 上 に 位 置 し て お り 、 前 記 第 ２ 群 の 外 側 ス タ ッ ド （ ４ ０ ） は
前 記 結 合 解 除 弁 部 材 の 前 記 第 ２ の 面 （ ３ ９ ） 上 に 位 置 し て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 振 動 減
衰 支 持 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 （ ３ ７ ） は 、 前 記 作 図 線 を 構 成 す る 径 方 向 の 線 （ Ｙ ） が 通 過 す る 中
心 （ Ｏ ） を 有 す る 円 板 状 で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 振 動 減 衰 支 持 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 群 の 外 側 ス タ ッ ド （ ４ ０ ） は 、 前 記 作 図 線 （ Ｙ ） に 対 し て 前 記 第 ２ 群 の 外 側 ス
タ ッ ド （ ４ ０ ） と 対 称 的 で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 振 動 減 衰 支 持 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 （ ３ ７ ） は 、 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 の 前 記 ２ つ の 面 （ ３ ８ 、 ３ ８ ） の
そ れ ぞ れ で 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 の 中 心 に 配 置 さ れ た 第 １ お よ び 第 ２ の エ ラ ス ト マ セ ン
タ リ ン グ ラ グ （ ４ ２ 、 ４ ３ ） を 備 え て お り 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の セ ン タ リ ン グ ラ グ は 、
前 記 ２ つ の 格 子 （ １ ４ 、 １ ５ ） の そ れ ぞ れ と 協 働 し て 、 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 を 前 記 格 子 に
対 し て 心 合 わ せ し 、 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 の 前 記 ス タ ッ ド は 、 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 の 両 面 （
３ ８ 、 ３ ９ ） で 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 の 中 心 （ Ｏ ） の 近 く に 配 置 さ れ て い る 、

請 求 項 ２ か ら ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 振 動 減 衰 支 持
体 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 （ ３ ７ ） は 、 前 記 第 １ の セ ン タ リ ン グ ラ グ （ ４ ２ ） の 近 く に 、 前 記
作 図 線 に 対 し て 対 称 に 配 置 さ れ た ２ つ の 内 側 の ス タ ッ ド （ ４ ４ ） を 備 え て い る 、 請 求 項 ５
に 記 載 の 振 動 減 衰 支 持 体 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ２ の セ ン タ リ ン グ ラ グ （ ４ ３ ） は 、 前 記 格 子 （ １ ４ 、 １ ５ ） の 一 方 に れ て
お り 、 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 （ ３ ７ ） は 、 前 記 作 図 線 （ Ｙ ） の 、 前 記 第 ２ 群 の 外 側 の ス タ ッ
ド （ ４ ０ ） が 位 置 す る 側 と は 反 対 側 で 、 前 記 第 ２ の セ ン タ リ ン グ ラ グ の 近 く に 配 置 さ れ た
２ つ の 内 側 の ス タ ッ ド （ ４ ５ ） を 備 え て い る 、 請 求 項 ５ ま た は ６ に 記 載 の 振 動 減 衰 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 （ ３ ７ ） は 、 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 の 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 面 （ ３ ８
、 ３ ９ ） 全 体 に 亘 っ て 分 散 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 格 子 （ １ ４ 、 １ ５ ） の そ れ ぞ
れ の 方 へ 突 き 出 て い る 、 丸 い エ ラ ス ト マ 凸 部 （ ４ ６ ） を さ ら に 備 え て お り 、 前 記 ス タ ッ ド
（ ４ ０ 、 ４ ４ 、 ４ ５ ） は 、 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 の 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 面 か ら 前 記 丸 い 凸
部 を 越 え て 延 び て い る 、 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 振 動 減 衰 支 持 体 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 （ ３ ７ ） は 、 前 記 結 合 解 除 弁 部 材 の 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 面 （ ３ ８
、 ３ ９ ） か ら 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 格 子 （ １ ４ 、 １ ５ ） の 方 へ 突 き 出 る 外 周 リ ム （ ４ １ ）
を さ ら に 備 え て お り 、 前 記 外 周 リ ム （ ４ １ ） は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 面 の 前 記 丸 い 凸 部
（ ４ ６ ） と 同 一 平 面 を 形 成 し て い る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 振 動 減 衰 支 持 体 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 ２ の チ ャ ン バ （ Ｂ ） は 液 体 が 充 填 さ れ 、 か つ 可 撓 性 の エ ラ ス ト マ 壁 （ ２ ９ ） に よ
っ て 少 な く と も 部 分 的 に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 第 １ の チ ャ ン バ （ Ａ ） と 前 記 第 ２ の チ ャ ン
バ （ Ｂ ） は 、 く び れ た 通 路 （ Ｃ ） に よ っ て 互 い に 連 通 し て い る 、 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ
か 一 項 に 記 載 の 振 動 減 衰 支 持 体 。
【 請 求 項 １ １ 】
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　 前 記 エ ラ ス ト マ 体 （ ７ ） は 、 前 記 第 １ の 補 強 部 材 （ ２ ） に 固 定 さ れ た 頂 上 部 （ ８ ） と 、
前 記 第 ２ の 補 強 部 材 に 固 定 さ れ た 環 状 ベ ー ス （ ９ ） と の 間 で 中 心 軸 （ Ｚ ） を 中 心 と し て 分
岐 す る よ う に 鐘 状 に な っ て お り 、 前 記 振 動 減 衰 支 持 体 は 、 前 記 第 １ の 格 子 （ １ ４ ） を 囲 み
、 前 記 エ ラ ス ト マ 体 の 前 記 頂 上 部 （ ８ ） の 方 へ 先 細 に な る こ と に よ っ て 前 記 第 １ の チ ャ ン
バ （ Ａ ） の 内 部 へ 延 び る 環 状 リ ン グ の 形 の デ ィ フ レ ク タ （ ４ ７ ） を さ ら に 有 し て お り 、 前
記 く び れ た 通 路 （ Ｃ ） は 、 前 記 デ ィ フ レ ク タ （ ４ ７ ） の 外 側 の 前 記 第 １ の チ ャ ン バ （ Ａ ）
に 開 い て い る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 振 動 減 衰 支 持 体 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 格 子 （ １ ４ 、 １ ５ ） は 、 前 記 第 １ の チ ャ ン バ （ Ａ ） と 前 記 第 ２ の
チ ャ ン バ （ Ｂ ） を 分 離 す る 剛 性 の 仕 切 り （ １ ５ ） の 一 部 で あ り 、 前 記 デ ィ フ レ ク タ は 、 前
記 剛 性 の 仕 切 り （ １ １ ） に 平 行 に 延 び 、 か つ 前 記 エ ラ ス ト マ 体 の 前 記 ベ ー ス （ ９ ） と 前 記
剛 性 の 仕 切 り と の 間 に 固 定 さ れ た 当 接 縁 部 （ ４ ８ ） を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 振
動 減 衰 支 持 体 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 デ ィ フ レ ク タ （ ４ ７ ） は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 格 子 に ほ ぼ 平 行 に 延 び る 平 坦 な 頂
上 部 の 方 へ 先 細 に な っ て お り 、 前 記 平 坦 な 頂 上 部 は 、 あ る 幅 に 亘 っ て 延 び 、 か つ そ れ 自 体
が あ る 直 径 を 有 す る 開 口 部 （ ５ １ ） を 囲 む 環 状 リ ム （ ５ ０ ） を 有 し て お り 、 前 記 環 状 リ ム
の 幅 は 、 前 記 開 口 部 の 直 径 の ２ ％ か ら 前 記 開 口 部 の 直 径 の ２ ％ ま で の 範 囲 で あ る 、 請 求 項
１ １ ま た は １ ２ に 記 載 の 振 動 減 衰 支 持 体 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 に 、 第 １ の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 、 第 １ の 剛 性 の 要 素 と 第 ２ の 剛 性 の 要 素 と の 間 の
振 動 を 減 衰 し 除 去 す る よ う に 第 １ の 剛 性 の 要 素 と 第 ２ の 剛 性 の 要 素 を 相 互 に 連 結 す る 働 き
を す る 油 圧 式 振 動 減 衰 支 持 あ っ て 、
　 相 互 に 連 結 す べ き 第 １ お よ び 第 ２ の 剛 性 の 要 素 の そ れ ぞ れ に 固 定 さ れ る 働 き を す る 第 １
お よ び 第 ２ の 剛 性 の 補 強 部 材 と 、
　 第 １ の 補 強 部 材 と 第 ２ の 補 強 部 材 を 相 互 に 連 結 す る エ ラ ス ト マ 体 と 、
　 液 体 が 充 填 さ れ 、 少 な く と も 一 部 が エ ラ ス ト マ 体 に よ っ て 形 成 さ れ る 第 １ の チ ャ ン バ と
、
　 第 １ に 、 概 ね 平 面 状 で あ る 第 １ お よ び 第 ２ の 互 い に 平 行 な 格 子 を 有 し 、 第 ２ に 、 エ ラ ス
ト マ パ ッ ド の 形 を し て お り 、 エ ラ ス ト マ で 作 ら れ た 凸 状 ス タ ッ ド を 備 え た 第 １ お よ び 第 ２
の 面 を 有 す る 結 合 解 除 弁 部 材 を 有 し 、 結 合 解 除 弁 部 材 が 、 第 １ の 格 子 と 第 ２ の 格 子 と の 間
に す き ま を 残 し た 状 態 で 取 り 付 け ら れ て お り 、 か つ 第 １ お よ び 第 ２ の 面 が 第 １ お よ び 第 ２
の 格 子 の そ れ ぞ れ に 面 す る よ う に 配 置 さ れ て お り 、 結 合 解 除 弁 部 材 が 、 格 子 を 閉 じ る の に
適 し て お り 、 第 １ の 格 子 が 第 １ の チ ャ ン バ と 連 通 し て お り 、 第 ２ の 格 子 が 、 第 １ お よ び 第
２ の 補 強 部 材 が 相 対 的 な 振 動 運 動 を 受 け た と き に 結 合 解 除 弁 部 材 が ２ つ の 格 子 間 で 自 由 に
振 動 で き る よ う に す る の に 適 し た 第 ２ の チ ャ ン バ と 連 通 し て い る （ 実 際 に は 、 第 ２ の チ ャ
ン バ は 通 常 、 液 体 が 充 填 さ れ 、 く び れ た 通 路 を 介 し て 第 １ の チ ャ ン バ に 連 結 さ れ た 補 償 チ
ャ ン バ に よ っ て 構 成 さ れ る が 、 任 意 に 、 他 の 何 ら か の 変 形 可 能 な 油 圧 式 チ ャ ン バ で あ っ て
よ く 、 場 合 に よ っ て は 空 気 圧 式 チ ャ ン バ で あ っ て も よ い ） 結 合 解 除 装 置 と を 有 す る 支 持 体
に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 結 合 解 除 弁 部 材 は 、 結 合 解 除 弁 部 材 の ２ つ の 面 の そ れ ぞ れ で 結 合 解 除 弁 部 材 の 中 心
に 配 置 さ れ た 第 １ お よ び 第 ２ の エ ラ ス ト マ セ ン タ リ ン グ ラ グ を 備 え て お り 、 第 １ お よ び 第
２ の セ ン タ リ ン グ ラ グ は 、 ２ つ の 格 子 の そ れ ぞ れ と 協 働 し て 、 結 合 解 除 弁 部 材 を 格 子 に 対
し て 心 合 わ せ し 、 結 合 解 除 弁 部 材 の ス タ ッ ド は 、 結 合 解 除 弁 部 材 の 両 面 で 結 合 解 除 弁
部 材 の 中 心 の 近 く に 配 置 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
第 ２ の セ ン タ リ ン グ ラ グ は 、 上 記 の 格 子 の 一 方 に れ て お り 、 結 合 解 除 弁 部 材 は 、 作
図 線 の 、 第 ２ 群 の 外 側 の ス タ ッ ド が 位 置 す る 側 と は 反 対 側 で 、 第 ２ の セ ン タ リ ン グ ラ グ の
近 く に 配 置 さ れ た ２ つ の 内 側 の ス タ ッ ド を 備 え て い る 。
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